
−　目　次　−  

フレッシュセミナー（10月29日〜30日　花巻温泉「ホテル千秋閣」）

「11.12みんなの要求実現集会」。デモ行進でアピール
（11月12日　盛岡）

１Ｐ　県医労中央決起集会
　　　地公共闘・対県交渉
２Ｐ　岩手医労連第53回壮年部集会
　　　退勤時間調査
３Ｐ　日本医労連国会要請行動
　　　人事異動要求書提出
４Ｐ　11.12みんなの要求実現集会
　　　過労死防止対策推進シンポジウム
５Ｐ　フレッシュセミナー
　　　女性部ニュース
６Ｐ　つぶやき　とんがらし
　　　10月号パズル当選者
７Ｐ　お知らせ
　　　　◇県医労青年部スキー・スノボ交流会
　　　　◇ろうきんキャンペーン
　　　懸賞パズル　12・1月の予定

盛岡市内丸11番1号
岩手県医療局労働組合
電 話 019-623-8271
FAX 019-623-8273

URL http://www.iwate-ken-irou.org/

編集発行人
中 野 るみ子

毎月1回発行1918号（月刊132号）

2016年12月



1

　

県
人
事
委
員
会
勧
告
が

10
月
17
日
に
出
さ
れ
、
地

公
共
闘
は
、
10
月
26
日
、

11
月
９
日
に
県
の
総
務
課

総
括
課
長
と
、
11
月
16
日

に
総
務
課
長
と
今
年
度
の

給
与
改
定
・
諸
手
当
の
改

善
に
つ
い
て
交
渉
し
ま
し

た
。
11
月
９
日
に
は
、
決

起
集
会
・
県
庁
座
り
込

み
も
行
い
、
県
知
事
宛
の
大
型
ハ
ガ
キ
を
、
全
体
で

７
５
６
３
筆（
県
医
労
は
４
３
１
筆
）提
出
し
ま
し
た
。

　

交
渉
の
結
果
は
表
の
通
り
で
す
。
12
月
の
県
議
会

に
条
例
提
案
さ
れ
、議
会
で
の
承
認
後
条
例
が
改
正
。

そ
の
後
に
差
額
支
給
と
な
り
ま
す
が
、
支
給
日
は
明

ら
か
に
さ
れ
ず
、「
年
内
実
施
は
困
難
だ
が
早
期
に

努
め
る
」
と
の
回
答
で
し
た
。

体
交
渉
も
11
月
中
は
開
催
で
き

な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し

か
し
、
現
場
の
思
い
、
大
変
さ

を
直
接
医
療
局
に
伝
え
よ
う
と

開
催
を
決
定
。

　

集
会
で
は
、
岩
手
医
労
連
、

い
わ
て
労
連
か
ら
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
○
○
書
記
長
が

地
公
共
闘
で
の
総
務
部
長
交
渉

の
結
果
、
年
末
年
始
で
の
支
部

交
渉
の
状
況
、
当
面
す
る
行
動

な
ど
を
報
告
。
中
央
支
部
か
ら

は
「
病
棟
再
編
で
、
あ
る
病
棟

で
は
ベ
ッ
ド
稼
働
率
が
40
％
か

ら
80
％
台
に
な
り
、
日
勤
が
22

時
過
ぎ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
。
退
勤
時
間
調
査
で
も
、

ほ
と
ん
ど
が
疲
れ
て
い
る
と
い

う
回
答
だ
っ
た
」。
南
光
支
部

か
ら
は
「
手
当
が
改
悪
さ
れ
て

か
ら
就
職
し
た
が
、
さ
ら
に
休

日
が
取
れ
な
く
さ
れ
て
き
た
。

辞
め
ず
に
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
に
し
て
い
こ
う
」
な
ど
と
決

意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
医
療
局

棟
前
に
移
動
。
医
療
局
長
の
部

屋
に
向
け
て
「
現
場
の
実
態
を

し
っ
か
り
見
ろ
！
」「
人
手
が

足
り
な
い
ぞ
！
」「
団
体
交
渉

を
ひ
ら
け
！
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

県
医
労
秋
年
末
中
央
決
起
集

会
が
、
11
月
18
日（
金
）に
開
催

さ
れ
、
11
支
部
・
本
部
35
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
本
部
団
体
交
渉
を

こ
の
日
に
合
わ
せ
て
開
催
さ

せ
、
年
末
年
始
の
労
働
条
件
で

前
進
回
答
を
め
ざ
す
予
定
で
し

た
。
し
か
し
、
要
求
書
に
対
す

る
医
療
局
の
回
答
は
ま
っ
た
く

前
向
き
の
姿
勢
す
ら
な
く
、
団

医
療
局
は
団
体
交
渉
に
応
じ
ろ
！
　

年
末
年
始
の
労
働
条
件
改
善
、
人
手
不
足
解
消
を
！

医
療
局
棟
前
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

○勧告通り実施するもの
　①月例給・一時金引き上げ

・月例給（行政職１級では、初任給及び若年層
に１，500円の引き上げ、その他はそれぞれ
400円の引き上げ）

　　・一時金（0.15月分引き上げ4.30月分へ）
②配偶者の扶養手当の減額（13,000円→6,500円）
し、子に係る手当を増額（6,500円→10,000円）

○人事委員会報告に基づき改善させたもの
子の介護休暇　取得年齢の拡大（小学校修了時→
中学校修了時へ）

○諸手当の改善
通勤手当（交通機関利用者）は、全額支給上限を1
万円引き上げ（45,000円→55,000円へ）

○改悪されたもの
　通勤手当（交通用具利用）は、14㎞以上の手当を減額
（上限の65㎞以上の区分は、3,300円引き下げ
35,000円に）

地公共闘の対県交渉終わる
勧告どおりの実施

集会で報告する○○書記長

医療局棟にむかってシュプレヒコール

県庁での座り込み（11月9日）
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朝
の
始
業
時
間
前
の
超
勤
や

育
児
時
間
な
の
に
帰
れ
な
い
実

態
な
ど
、
勤
務
時
間
に
対
す
る

様
々
な
問
題
が
改
め
て
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
20

時
以
降
ま
で
の
慢
性
的
な
超
勤

の
あ
る
部
署
等
も
確
認
で
き
ま

し
た
。

　

時
間
外
労
働
の
不
払
い
を
な

く
し
、
時
間
外
労
働
を
削
減
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、「
退
勤

時
間
調
査
」
が
今
年
度
も
各
支

部
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
５
～
６
日
、
岩
手
医
労

連
が
主
催
す
る
壮
年
部
集
会
が

つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ
ル
紫
苑
」

で
行
わ
れ
、
全
体
で
85
名
、
県

医
労
か
ら
13
支
部
・
本
部
41
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
例
年
に
な

ら
っ
た「
と
て
も
役
立
つ
講
座
」

で
は
①
医
労
連
共
済
と
②
年
金

に
つ
い
て
学
び
、
夕
食
交
流
会

で
は
踊
り
・
歌
い
、
交
流
し
ま

し
た
。
２
日
目
は
前
・
済
生
会

栗
橋
病
院
院
長
補
佐
で
外
科
医

の
本
田
宏
さ
ん
を
講
師
に
、「
私

が
声
を
上
げ
続
け
る
理
由
～
社

会
保
障
っ
て
な
ん
だ
？
」
と
題

し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
現
役
を
引
退
し
た
最
大
の

理
由
は
、
明
治
維
新
以
来
続
く

ク
レ
プ
ト
ク
ラ
シ
ー
（
収
奪
・

盗
賊
政
治
）
を
倒
さ
な
け
れ
ば

医
療
・
介
護
・
年
金
等
の
社
会

保
障
を
は
じ
め
保
育
や
教
育
の

充
実
が
困
難
で
、
さ
ら
に
安
保

関
連
法
や
原
発
・
辺
野
古
移
設
・

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
多
く
の
問
題
解
決
も

不
可
能
と
悟
っ
た
か
ら
と
の
こ

と
。
参
加
者
は
、
10
分
に
一
度

の
笑
い
に
引
き
込
ま
れ
、「
楽

し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」「
目

か
ら
ウ
ロ
コ
の
自
分
が
い
た
」

な
ど
好
評
で
し
た
。

こ
れ
が
壮
年
部
集
会
！

 

「
楽
し
い
中
に
的
確
な

�

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

宮古支部では108名が協力

退勤時間調査
実施中

上
か
ら

千
厩
、磐
井
・
南
光
、胆
沢
、二
戸

の
各
支
部

10
月
14
日�

中
央
支
部

10
月
24
日�

一
戸
支
部

�

大
槌
支
部

10
月
25
日�

磐
井
支
部

�

南
光
支
部

10
月
26
日�

江
刺
支
部

�
 

釜
石
支
部

10
月
28
日�

千
厩
支
部

10
月
31
日�

二
戸
支
部

11
月
１
日�

遠
野
支
部

11
月
14
日�

宮
古
支
部

11
月
17
日�

胆
沢
支
部

退
勤
時
間
調
査
実
施
支
部
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決起集会で県医労の中野委員長が決意表明（日比谷野音）

　

今
年
９
月
か
ら
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
「
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
交
替

制
労
働
の
改
善
を
求
め
る
国
会

請
願
署
名
」（
略
し
て
新
「
夜

勤
改
善
・
大
幅
増
員
」
署
名
）。

み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
、
署

名
の
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
ま

す
か
？

　

日
本
医
労
連
は
、
今
年
５
月

に
こ
れ
ま
で
の
「
夜
勤
改
善
・

大
幅
増
員
」
請
願
署
名
を
こ
れ

ま
で
の
３
年
間
の
締
め
く
く
り

と
し
て
国
会
に
提
出
。
３
年
間

で
全
国
か
ら
１
２
８
万
筆
署
名

を
集
め
、
国
会
や

地
方
議
会
で
の
請

願
採
択
に
向
け
て
奮
闘
し
ま
し

た
。
こ
の
春
ま
で
に
岩
手
選
出

国
会
議
員
の
５
名
が
紹
介
議
員

と
し
て
賛
同
さ
れ
、
県
内
で
は

岩
手
県
議
会
を
含
む
16
議
会
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
流
れ
を
更
に
前
に

進
め
る
た
め
の
新
署
名
で
す
。

　

毎
年
秋
・
春
と
続
け
て
き
た

「
日
本
医
労
連
・
対

政
府
中
央
行
動
」
は

11
月
８
～
９
日
の
両

日
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

２
０
０
名
・
岩
手
医

労
連
か
ら
６
名
・
県

医
労
か
ら
２
名
が
参

加
。
新
た
な
請
願
に

対
す
る
国
会
議
員
要

請
行
動
や
対
政
府
交

渉
に
臨
み
ま
し
た
。
要

請
後
、
早
速
小
沢
一
郎
議
員
か

ら
の
賛
同
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
岩
手
医

労
連
へ
届
き
ま
し
た
。

　

一
筆
の
署
名
の
力
は
小
さ
い

け
れ
ど
、
無
力
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
く
さ
ん
集
め
て
、
大
き

な
力
に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。人事異動要求書提出

  11月４日・15日に本部で人事異動要求
書を提出しました。医療局長が会議等で
対応出来ないことから、本部では小笠原
職員総括課長に、私たちの生活を守り、
希望に添った異動が行われるよう、要求
書を手渡しました。今後も組合員の希望
が叶うように、粘り強く要求し続けてい
きましょう。

新「夜勤改善・大幅増員」
署名が動き出す

みんなで集めて大きな力に！

上／木戸口議員と
下／黄川田議員と

小
沢
一
郎
議
員
室
も
訪
問

国
会
議
員
要
請
前
に
基
調

報
告
す
る
日
本
医
労
連

三
浦
書
記
長
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く
ら
し
と
福
祉
・
教
育
の
充
実
を

い
。
安
倍
政
権
の
暴
走
を
許
さ

ず
、
県
民
の
い
の
ち
、
く
ら
し

を
守
る
声
を
さ
ら
に
あ
げ
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
・
斉
藤
信
県

議
の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

木
戸
口
英
司
参
院
議
員（
野
党

統
一
）か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
憲
法
会
議
の
川
村

俊
夫
代
表
幹
事
が
「
戦
争
法
の

発
動
を
阻
止
し
９
条
の
輝
く
国

に
」
と
題
し
て
講
演
。「
自
民

党
が
ね
ら
う
改
憲
の
先
に
は

『
戦
争
す
る
国
づ
く
り
』
が
あ

る
。
戦
争
法
廃
止
運
動
で
う
ま

れ
た
野
党
共
闘
の
推
進
と
市
民

の
草
の
根
で
の
運
動
が
カ
ギ
を

握
っ
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
県
民
要
求
を
持
ち

寄
り
、
市
民
共
同
の
流
れ
を
大

き
く
拡
げ
よ
う
と
、
11
月
12
日

（
土
）、
県
公
会
堂
大
ホ
ー
ル
を

会
場
に
「
み
ん
な
の
要
求
実

現
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
で
、

い
わ
て
労
連
・
金
野
議
長
は
、

「
武
力
衝
突
が
続
き
、
戦
闘
状

態
に
あ
る
南
ス
ー
ダ
ン
に
自
衛

隊
を
派
兵
さ
せ
て
は
な
ら
な

　

特
別
報
告
と
し
て
台
風
10
号

に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た

岩
泉
町
の
参
加
者
か
ら
、
現
状

報
告
と
被
災
者
が
望
む
支
援
制

度
へ
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
阻
止
、
労

働
法
制
改
悪
、
福
祉
・
教
育
の

充
実
、
消
費
税
廃
止
な
ど
の
諸

要
求
に
つ
い
て
関
連
す
る
団
体

の
代
表
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行

い
、
共
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
は
、
市
内
を
デ

モ
行
進
し
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
県
医
労
か
ら
は
７

支
部
・
本
部
16
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　11月8日、厚生労働省主催の過労死等防止対策推
進シンポジウムが盛岡市で開催され、約60人が出席
し、社会問題になっている過労死・過労自死につい
て理解を深めました。
　基調講演で甲南大学名誉教授の熊沢誠氏は、過労
死・過労自殺の要因には「過度な働き方を求める日
本企業の労務管理」にあると述べ、残業時間の法的
規制の弱さや個人の超長時間労働を容認している労
働組合のあり方についても指摘しました。
　同志社大学名誉教授の千田忠夫氏は、「技術革新に
より生産性が飛躍的に向上し、密度の濃い労働になっ
ている。高い労働密度を維持しながら、長時間働く
ことが、限界に達してきている」とし、昨年12月に
入社９ヶ月の女性社員が月105時間もの残業により
過労自死した大手広告会社・電通の「鬼十則」を例に、
仕事をする人のためには、
◇難しい課題を一人で背負い込んではならない。
◇優先順位を迷うとき、課題を全部先送りする。
◇やり遂げることが困難になったとき、上司に返す、
同僚へ応援を求める。上司はそのことでいじめて
はならない。
などの「人５則」を提唱しました。

11
・
12
み
ん
な
の

要
求
実
現
集
会

シュプレヒコールで要求アピール

過
推

労
進

死
シ

等
ン

防
ポ

止
ジ

対
ウ

策
ム

記念講演
川村俊夫氏（憲法会議）
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青年部

　

10
月
24
日
～
25
日
、
花
巻
温

泉
「
ホ
テ
ル
千
秋
閣
」
を
会
場

に
、
県
医
労
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ

ナ
ー（
新
入
組
合
員
労
働
学
校
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
に
は
受
講
生
と
青
年
部
役

員
、
中
央
執
行
委
員
な
ど
25
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

学
習
と
し
て
「
県
医
労
の
あ

ゆ
み
」「
労
働
者
・
労
働
組
合

そ
し
て
県
医
労
」「
権
利
に
つ

そうだったのか！ 労働組合

い
て
」
の
講
義
、
労
働
組
合
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
賞
を
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
が
担
当
す
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
緊
張
を
ほ
ぐ

し
、
夕
食
交
流
会
で
は
楽
し
く

会
食
し
、
更
に
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、

自
己
紹
介
と
年
次
や
夏
季
休
暇

の
取
得
状
況
、
超
過
勤
務
請
求

に
つ
い
て
各
職
場
の
状
況
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

 

参
加
者
の
感
想

　

参
加
者
か
ら
は
次
の
よ

う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

◦
組
合
の
活
動
や
権
利
を

知
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。

◦
組
合
員
手
帳
を
愛
読
書

に
し
ま
す
。

◦
休
暇
の
取
り
方
の
確
認
を

し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

◦
県
医
労
新
聞
を
も
っ
と
読

ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
。

◦
少
し
で
も
お
か
し
い
と

　

感
じ
た
時
は
声
を
出
し

て
み
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
た
。

◦
労
働
組
合
が
あ
る

こ
と
で
生
活
・
権

利
が
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ

た
。

◦
他
の
病
院
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。

組合手帳を見ながら、講義に集中

フレッシュセミナー開催

　来年、岩手県で開催される日
本母親大会まで１年を切りまし
た。母親連絡会では、大会成功

に向けて、県内の自治体をまわり、後援の要請とあいさつ
回りをしました。財政活動の一環として、「私の要求カード」
にも取り組みを始めています。２万枚の要求カードで全体
会会場「タカヤアリーナ」の壁面を
飾り、全国の参加者を迎えます。県
医労でも、職制組合員やブロック集
会で参加者に要求を書いてもらいま
した。各地域母親連絡会とも協力し、
要求カードの取り組みをさらに進め
ましょう。 要求カードの装飾デザイン（例）

日本母親大会 in 岩手

に取り組みましょう要求カード

チームワークの勝利！
夕食交流会で景品をもらいました〜！
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寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
職

場
の
環
境
も
寒
い
で
す
…
。
せ

め
て
温
か
い
鍋
で
も
食
べ
て
、

気
持
ち
を
温
め
た
い
と
思
い
ま

す
（
泣
）。

中
央
支
部　

ピ
ー
ｃ
ｈ
ａ
ｎ

　

　

　

患
者
さ
ん
か
ら
「
大
丈
夫
？

看
護
し
て
や
ろ
う
か
？
」
と
言

わ
れ
る
今
日
こ
の
頃
。
鏡
を
見

た
ら
髪
は
ボ
サ
ボ
サ
、
顔
は
カ

サ
カ
サ
で
し
た
。
自
分
の
ケ
ア

も
し
っ
か
り
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

宮
古
支
部　

２
年
ぶ
り
に
嵐
に
会
い
に

い
っ
て
き
ま
す
！

　

　

　

岩
手
県
の
最
低
賃
金
は

７
１
６
円
に
改
善
。
そ
れ
で
も

１
カ
月
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い

て
も
13
万
円
に
す
ら
届
き
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
賃
金
で
、
結
婚

し
よ
う
と
考
え
る
で
し
ょ
う

か
？
子
ど
も
を
２
人
、
３
人
と

　

ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
挙
が
終
わ

り
、
意
外
な
結
果

に
驚
き
の
コ
メ
ン

ト
が
多
数
流
れ
ま

し
た
。
多
く
の
識

者
が
、
両
候
補
の

テ
レ
ビ
討
論
や
言

動
に
対
し
、
自
ら
の
見
識
を
加

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
を
応

援
。
新
聞
社
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
各

社
も
、「
我
が
社
は
、
こ
の
候
補

を
支
持
す
る
」
と
表
明
す
る
の

が
、
ア
メ
リ
カ
流
で
す
▼
投
票

結
果
は
、
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ

候
補
が
当
選
。
投
票
後
の
分
析

に
よ
る
と
、
世
論
調
査
に
は
現

れ
な
い
、「
隠
れ
ト
ラ
ン
プ
支
持

者
」
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
公
然
と
ト
ラ

ン
プ
候
補
支
持
を
表
明
す
る
と

「（
自
分
も
）
差
別
主
義
者
だ
と

思
わ
れ
る
」「
女
性
差
別
者
と
見

ら
れ
る
」
の
で
、
ト
ラ
ン
プ
支

持
を
隠
し
た
、
と
▼
も
と
も
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
、
こ
う
し
た

誤
差
を
含
ん
だ
も
の
と
理
解
さ

育
て
ら
れ
る
と
思
う
で
し
ょ

う
か
？
最
低
賃
金
の
改
善
を

も
っ
と
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
十
数
年
前
、

私
の
コ
ン
ビ
ニ
の
ア
ル
バ
イ

ト
の
時
給
は
６
０
０
円
で
し

た
。

南
光
支
部　

○
○
○
○

　

　

　

職
場
か
ら
ど
ん
ど
ん
人
が
減

り
、
増
え
る
こ
と
も
な
く
、
環

境
は
悪
く
な
る
ば
か
り
。年
々
、

体
脂
肪
は
絶
好
調
に
増
え
て
い

く
。
何
と
か
し
な
く
て
は
…
。

二
戸
支
部　

そ
ば
っ
ち

　

疲
労
で
じ
ん
ま
疹
が
出
ま
し

た
。
超
過
勤
務
で
得
た
お
金
が

皮
膚
科
に
消
え
ま
し
た
。

磐
井
支
部　

う
ま
っ
こ

　

　

　

ず
い
ぶ
ん
寒
く
な
り
ま
し

た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
自
然
災

害
が
あ
っ
て
、
辛
い
で
す
ね
。

な
に
か
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

募
金
箱
が
あ
る
と
募
金
し
て
い

ま
す
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
が

少
し
で
も
早
く
日
常
の
生
活
に

戻
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

宮
古
支
部　

み
た
マ
マ

れ
、「
有
意
差
」
な
る
概
念
で
、

誤
差
な
の
か
、
意
味
の
あ
る
差

な
の
か
が
検
証
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
等
は
、「
隠
れ
ト
ラ
ン
プ
支

持
者
」
が
「
有
意
」
に
い
た
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
候

補
の
暴
言
の
数
々
。
そ
れ
を
わ

か
っ
た
上
で
、
な
お
、
隠
れ
て
ま

で
支
持
し
た
多
数
派
は
、
何
を

求
め
て
い
る
の
か
▼
同
じ
よ
う

な
事
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
国
民
投
票
で
も
あ
り
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、
日
本
で
も
同
様

の
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
な
。
大

阪
知
事
・
市
長
選
挙
、
都
知
事

選
挙
、
参
議
院
選
挙
な
ど
な
ど
。

改
め
て
、
民
主
主
義
は
多
数
決

で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
８
月
に

解
散
し
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
は
、「
民

主
主
義
っ
て
な
ん
だ
」
と
コ
ー
ル

し
、「
こ
れ
だ
」と
応
え
た
場
所
は
、

国
会
前
の
集
会
。
今
、
ア
メ
リ

カ
で
も
デ
モ
行
進
が
続
発
し
、

あ
き
ら
め
な
い
運
動
が
日
本
で

も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

（
は
）

10
月
号
パ
ズ
ル

10
月
号
パ
ズ
ル

　

10
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
31
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
10
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

よ
し
た
か
ら（
二
戸
支

部
）、
ゲ
ン
さ
ん
、
ジ
ャ
ス

ミ
ン（
以
上
、
中
央
支
部
）、

も
あ
ち
ゃ
ん（
千
厩
支
部
）、

一
等
賞（
大
東
支
部
）、
は
な

ち
ゃ
ん
、
コ
ロ
ち
ゃ
ん（
以

上
、
大
船
渡
支
部
）、
神
無
月
、

夢
み
る
お
ば
ち
ゃ
ん
、
み
た

マ
マ（
以
上
、
宮
古
支
部
）



県医労青年部県医労青年部県医労青年部県医労青年部

スキー・スノーボード交流会スキー・スノーボード交流会スキー・スノーボード交流会スキー・スノーボード交流会
参加者募集中！参加者募集中！

21日㈯ 15時から、ホテル・チェックイン可
 18時から夕食交流会
22日㈰ 　9時集合写真撮影、解散

宿泊費＋リフト券代は本部負担とします。
リフト券不要な方には、領収証と引き換えに
各プログラム3千円まで補助をします（後日清算）。

と　き　2017年1月21日㈯～22日㈰
ところ　ホテル安比グランド
と　き　2017年1月21日㈯～22日㈰
ところ　ホテル安比グランド

経　費　

12月の予定
１日（木）〜２日（金）
	 日本医労連春闘討論集会（伊東）
３日（土）	 第61回はたらく女性の岩手県集会（公会堂）
４日（日）	 いわて労連青年部定期大会（サンビル）
９日（金）	 県医労看護部会（県民会館）
10日(土)～ 11日(日)
	 岩手医労連３６協定・安全衛生委員会・
	 組織拡大強化・医労連共済推進担当者
	 会議（ホテル千秋閣）
15日（木）	 県医労拡大支部長会議（県民会館）
17日（土）	 ヒバクシャ国際署名推進岩手の会結成式（水産会館）

1月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

12
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

７日（土）	 県春闘共闘年次総会・旗開き（サンビル）
20日（金）	 県医労支部長会議（ホテル愛真館）
	 県医労新春旗開き（ホテル愛真館）
21日（土）	 県医労春闘学習会（ホテル愛真館）
21日(土) ～ 22日(日)
	 県医労青年部スキー・スノボ交流会（安比グランド）
28日（土）	 岩手医労連中央委員会（県民会館）
	 岩手医労連旗開き（ホテルニューカリーナ）
29日（日）	 いわて労連第50回評議員会
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